
多量排出事業者の産業廃棄物処理計画

実施状況の報告

（作成例）



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

平成１４年　６月３０日

　ＣＤ県知事　　××　××　　殿

　（市長又は区長）

報告者

　住　所　ＣＤ県ＥＦ市本町１－１

　氏　名　　環境建設株式会社　南北支店

　　　　　　支店長　○○　○○　　印

　電話番号　０９８７－６５－４３２１

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第 8 項の規定に基づき、平成１３年度の
産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 　環境建設株式会社　南北支店

事 業 場 の 所 在 地 　ＣＤ県ＥＦ市本町１－１

事 業 の 種 類 建設業・総合工事業・一般土木建築工事業

[０９１１]

産業廃棄物発生量の目標 （種類）　　　　　　　　　別添

（発生量）

①産業廃棄物発生量 （種類）　　　　　　　　　別添
（発生量）

②自己直接再生利用

量
　　　　　　　　　　　　　別添

③自己直接埋立処分

又は海洋投入量 　　　　　　　　　　　　　別添

④自己中間処理量 　　　　　　　　　　　　　別添

 

計 

画 

の 

実 

施 

状 

況

⑤自己中間処理残さ

量 　　　　　　　　　　　　　別添



⑥自己中間処理後再

生利用量 　　　　　　　　　　　　　別添

⑦自己中間処理後
自己埋立処分又

は海洋投入量
　　　　　　　　　　　　　別添

⑧直接委託及び自
己処理後委託処

分量

　　　　　　　　　　　　　別添

※事務処理欄

備考

１　この報告は、６月 30 日までに提出すること。

２　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　「産業廃棄物発生量の目標」の欄には、前年度の産業廃棄物処理計画に記載した産業廃棄物

発生量に関する目標を記入すること。

４　「計画の実施状況」の欄には、前年度の産業廃棄物処理に関して①～⑧の欄のそれぞれに、

(1)から(8)に掲げる量を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の種類及び種類ごとの発生量

(2) ②欄　(1)の量のうち、直接自ら再生利用した量

(3) ③欄　(1)の量のうち、直接自ら最終処分場に埋立処分した量及び海洋投入処分した量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理した量

(5) ⑤欄　自ら中間処理を行った後の産業廃棄物の量

(6) ⑥欄　(5)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(7) ⑦欄　(5)の量のうち、自ら最終処分場に埋立処分した量及び海洋投入処分した量

(8) ⑧欄　(1)の量のうち他人に委託して処理した量に、(5)の量のうち他人に委託して処理し

た量を加えた量

５　 ※欄には、何も記入しないこと。



別添

再生
中間処理
（再生以外）

最終処分

塩ビ管 30 20 20

小計 30 20 0 0 0 0 0 0 20 0 0

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鉄骨鉄筋くず 800 720 720

小計 800 720 0 0 0 0 0 0 720 0 0
石膏ボード 2,500 2,480 2,480
ロックウール 30 20 20

その他 400 330 170 160
小計 2,930 2,830 0 0 0 0 0 0 2,670 0 160

コンクリート破片 160,000 151,460 151,460

その他 1,000 830 830
小計 161,000 152,290 0 0 0 0 0 0 152,290 0 0

掘削汚泥 50,000 44,520 44,520

小計 50,000 44,520 0 0 0 0 0 0 0 44,520 0
型枠 5,000 4,420 4,420

小計 5,000 4,420 0 0 0 0 0 0 4,420 0 0
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 2,500 2,500 2,500

小計 2,500 2,500 0 0 0 0 0 0 2,500 0 0

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50 30 30

小計 50 30 0 0 0 0 0 0 30 0 0

可燃物 3,000 2,630 2,630
不燃物 18,000 16,040 16,040
無分別 12,000 11,180 11,180

小計 33,000 29,850 2,630 27,220 0

255,310 237,180 165,280 71,740 160

蛍光管

計

電線くず

⑥自己中間処
理後再生利用
量

発生量の目標

ゴムくず

建設混合廃棄物

廃油

⑧委託処分量

①産業廃棄物
発生量

③自己直接埋
立処分又は海
洋投入量

②自己直接再
生利用量

⑤自己中間処
理残さ量

⑦自己中間処
理後直接埋立
処分又は海洋
投入量

④自己中間処
理量

金属くず

紙くず

繊維くず

がれき類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸ

ガラス･陶
磁器くず

汚泥

木くず


